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４．対極板における皮膚熱傷の危険性についての検討
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【背景】

　当院内視鏡センターにおいて、モノポーラ電極を使用する際、高周波手術装置には

ERBE社製VIO300DⓇを使用し、対極板は同メーカーのネッシーオメガ対極板Ⓡを使用して

いる。高周波手術装置の安全機能として、対極板が剥がれや空気が混入により、対極板の

接触面積が小さくなると抵抗値の上昇を感知し皮膚熱傷の危険性が及ばないために通電さ

れない工夫がなされている。止血術やESD等の治療時においてSOFT…COAGやFORCED…

COAG…Effect…1の10W等のタンパク質の熱変性を目的としたモードや出力設定の特殊性か

ら連続通電時間が長くなることがある。そのため、そのような治療時には対極板の皮膚熱

傷について特に留意しておかなくてはならない。

【目的】

　対極板における皮膚熱傷の危険性についての検討を行った。

【対象】

　30歳代男女の上腕に対極板を皮膚に貼り、高周波手術装置の安全機能が働く限界の接触

面積を求めた。乾燥した皮膚では抵抗値が上がるため、極力保湿された皮膚で検証を実施

した。

【使用機器】

　高周波手術装置にはVIO300DⓇ、対極板にはNESSYオメガ対極板Ⓡを使用した。VIOの

安全機能として対極板と皮膚の接触抵抗が119Ω以下になると、赤いランプが点灯し通電

されないようになっている。

【方法】

　１）被験者は30歳代の男女５人で、上腕に対極板を貼り付けた状態から徐々に対極板を

剥がし、赤いランプが点灯しない最小面積を求めた。２）安全機能が働く限界の接触面

積と内視鏡治療時に使用する一般的なモードで、１番電流量の多いSOFT…COAG…Effect…5…

の100W（0.7A）設定時において45℃に到達するまでの通電時間を算出した。算出方法は

相対的エネルギー密度ファクタJ2t=［A2/cm4・s-1］を使用した。Pearceらの報告により
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と、対極板温度が45℃以上になると皮膚障害が起き、その際の相対的エネルギー密度ファ

クタは0.2であるとされている。

【結果】

　１）高周波手術装置の安全機能が働く限界の接触面積は対極板の総面積85㎠に対し、41

㎠（総面積の48%）であった。２）SOFT…COAG…Effect…5の100W設定時、45℃に到達す

るのは、対極板の接触面積85㎠のとき2940秒で、41㎠では686秒通電した場合であった。

【考察】

　高周波手術装置の対極板に対する安全機能は対極板全体の48%接触していれば作動せず、

通電出来ることが分かった。そのため11分を超えない短時間の治療であれば皮膚熱傷の可

能性は低い。しかしながら、止血術やESD等の内視鏡治療にかかる時間が11分を超える可

能性のある治療は十分に皮膚熱傷の可能性が考えられた。現在の高周波手術装置の安全機

能だけでは皮膚熱傷に対する危険防止は十分ではない。そのため対極板の装着時や体位変

換時に対極板が剥がれていないか目視確認が非常に重要であることが考えられた。

表１．方法２

図1. 接触面積 図2. 最小面積時の熱傷までの通電時間
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【結語】

　対極板の皮膚接触面積が十分でなくても安全機能が作動せず、通電出来ることが分かっ

た。安全機能を過信せず目視での確認が非常に重要である。
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